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　４月からいよいよ小学校の外国語活動が完全実施となります。平成19年12月の時点で，全国の公立小�

学校の�97.1％�で何�らか�の英語�活動�が実�施さ�れて�いま�すから�（�「小学�校英�語活�動実�施状�況調査」�）�，す�でに�そ�

の影響が中学校でも生徒たちに現れているかも�し�れません。�

　外国語活動では，いわゆる「コミュニケーション能力の素地」を育てることが目標で，極端な言い方�

をすれば英語を教えるわけではありません。その時間に出てきた単語や表現を次の時間に忘れて�し�まっ�

ていても構わないのです。定着させるためのパターンプラクティスなども行いません。ですから，中学�

校１年生の４月に，�「どれどれ，外国語活動でどれだけ英語ができるようになっているかな」�とテス�ト�を�

し�たり，�「外国語活動でさっぱり英語が身についていない」と批判をするのは間違っています。�

　外国語活動では，�子どもたちのことを一番熟知�し�ている学級担任が，�「こんな活動ならできるだろう」�

「こういうやりとりなら楽�し�いだろう」と，子どもたちが思わず身を乗り出�し�たくなる活動や，子ども�

たち同士で尋ねたくなるような情報のやりとりをするコミュニケーション活動に英語を載せていきます。�

そういう活動だからこそ，道案内でもお買い物でも英語のやりとりが成立するわけです。このような場�

面設定の努力がないところでテス�ト�を�し�ても，子どもたちから英語は出てきません。�

　外国語活動で音声面での英語の慣れ親�し�みはあるものの，中学校の英語では，いきなりこれまでの１�

年生２学期�レ�ベルから始めるようなことは期待せず，外国語活動の成果をできるだけ受け止めて，その�

「素地」がさらに深まるように努めたいものです。また，音声に慣れ親�し�んだ子どもたちには，今以上�

に文字の導入も慎重でなければなりません�し�，体験活動から座学への橋渡�し�も丁寧に進めなければなり�

ません。そ�し�て，外国語活動で高まった興味・関心を発揮させることができるような中学校英語の授業�

作りを目指�し�たいものです。中学校英語は，小学校の外国語活動から，いよいよ英語で進める高校の英�

語へと�し�っかりバ�ト�ンを渡す大事なリ�レ�ー走者なのです。�

外国語活動から高校英語へバ�ト�ンをつないで�

筑波大学大学院教授　�●　�卯城　�祐司�



司会　�平成24年度から中学校の�新�し�い学習指導要領が実施�

され，教科書も新�し�くなります。週３時間か�ら４時間に変�

わるとか，４技能をまん�べんなくとか，書ける力が低�いと�

か，生徒の学力が変わっ�ているとか，いろいろな話が�出て�

います。また，平成23年�度からは小学校英語が本格的�に導�

入されるとか，いろいろ�と様子が変わってきています�。�

　そこで，これらの状況�に応�じ�て，平成24年度以降の新�し�

い学習指導要領の中での�中学校の英語教育はどのよう�に変�

わっていったらいいのだ�ろうかというような，大きな�話か�

ら始めていただければと�思います。�

新里　�現行の学習指導要領がで�きたときは，�「ゆとり教育」�

の時代で�し�た。英語は完全に週３時間�体制になり，プラス�

アルファがなくなりま�し�たね。さらに「ゆとり」を生�むた�

めに，教える内容を以前�の７割に�し�ろと言われたんです。�

　中学校で教える文法項�目を３割も減らすわけにはい�きま�

せんね。例えば３年次に�学習する現在完了形や関係代�名詞�

がなくなったら，英語と�いう言語を教えることではな�くな�

って�し�まいます。それで，�「聞くこと」と「話すこと�」�，つ�

ま�り，音�声�重�視�と�い�う�こ�と�に�し�た�ん�で�す。�「読�む�こ�と」と�

「書くこと」については�到達度が今までよりは低くな�って�

も仕方がない，バランス�が欠けてもいいというスタン�スに�

なったわけです。�

　�し�か�し�結局，�「読むこと」�，�「書くこと」�の技能が，教育課�

程実施状況調査の結果，�身についていないということ�が分�

かったわけです。ある意�味で当然のことだったんです�が…。�

特に，長文の理解度が低�いとか，�「書くこと」�に対する抵抗�

があって，点数が低いと�いう結果に如実に影響が見ら�れた�

わけです。�

　その後，全体的に日本�の大学生の学力が低いという�こと�

で，もっと基礎，基本を�徹底�し�て教えなければならないと�

いう「学力問題」が大々�的に指摘されたわけです。�

　それと同時に，小学校�で英語活動が進み，英語の音�声的�

な練習を�し�たり，ネイティブスピーカ�ーの英語に触れると�

で１つの技能ばかりやって�はいけないというような考え�方�

になってくるのかなと思っ�ているのですが。�

新里　１時間ということにはこだわる必要はないと思います。�

北原　�そういう解釈が今までもあ�ったと思いますが。�

久保野　�「聞く�・�話す�・�読む�・�書く」活動を，すべてバラン�ス�

よく，毎時間行うことは難�し�い�し�，そんな必要もないと思�

います。ただ�し�，二つの技能が統合的に�使われる場面は想�

定できます。�

　�「�総�合�的�な�指�導」や「４�技�能�の�統�合」と�い�う�コ�ン�セ�プ�ト�

は，中央教育審議会�（中教審）�の答申に書かれていたこと�の�

反映ですよね。スピーキン�グについては，新里先生が発�言�

されたので，別の技能につ�いて考えてみま�し�ょう。従来の�

授業，特に高校の授業では�，リスニングの場合は問題を�解�

くだけ，リーディングの場�合は日本語に訳�し�て意味を確認�

するだけでよ�し�とされることが少なくあ�りませんで�し�た。�

こういった風潮に対�し�て「それだけではダメだ」�というメ�

ッセージを発信�し�ているのだと思います�。�

　理解�し�た内容に関�し�て，自分の言葉で何かを発�信する。�

それを，日本語でなく「英�語で」行わせよう，というこ�と�

なのではないで�し�ょうか。�

中嶋　�活動を統合的にするには，�生徒同士を関らせること�

が大事です。授業でも，そ�のような活動を取り入れなけ�れ�

ばならないで�し�ょうね。ス�ピ�ーチ活動では，今までの教�科�

書でも，大体，タスクと�し�て，２時間ぐらいは，かけて�い�

たのではないかと思います�。�

　つまり，ス�ピ�ーチの最後の発表のとこ�ろにいくまでに，�

まず，使える表現を確認�し�たり，モデルとなるスピーチ�原�

稿の下線を引いた部分だけ�を自分に当てはまるように書�き�

換えてみたり，書いたスピ�ーチ原稿を互いに読みあった�り�

する，というようにいくつ�かの技能がつながって初めて�可�

能になっていたはずです。�ただ，どちらかと言うと，直�線�

的で，原稿を書いて順に発�表する，というものが主で，�途�

中で練り上げる部分，Q & Aや�レ�ポー�ト�のように，最後に�

関わり合う部分があまり意�識されていなかったように思�い�

ますね。�

司会　�そうすると，教科書でもスピ�ーチ活動に行くまでに，�

他の３技能が統合的にセッ�ト�されていることが必要です�ね。�

北原　�我々が編集�し�た教科書では，いくつかの課�を学習�し�

た後で，それまで積み上げ�てきたことを使って活動をす�る�

教�材�と�し�て�　�My Project　�が�設�定�し�て�あ�り�ま�す�よ�ね。そ�こ�で�

は，自己紹介なら自己紹介�のモデル文をまず聞きます。�次�

にスクリプ�ト�を見て読んでみま�し�ょう，となる。そ�し�て，�

うに，文部科学省は，英語�教育の改善・発展のために�不退�

転の決意を抱いていること�は確かです。�

司会　�新学習指導要領の最大のポ�イン�ト�は何で�し�ょうか。�

新里　�新�し�い中学校の学習指導要領の考�え方で一番重要な�

のは，やはり，�「４技能の統合的な活用」�とか，�「４技能の�

総合的な指導」ということ�だと思います。ところが，�学習�

指導要領そのものには，何�をどうやることが総合的な�指導�

なのかとか，４技能を統合�的に使うというのはどうい�うこ�

となのかは，直接書いてい�ないと思われます。�し�たがって�

なかなかイメージをつかむ�ことは難�し�いで�し�ょうね。�

　ひとつだけ，分かりやす�い例があります。それは，�今回�

の学習指導要領で新�し�く入ってきた「スピーチ�」です。こ�

れは，基本的には４技能の�統合的な活動になりやすい�もの�

なので，これから出版され�る各教科書で「スピーチ」�がど�

座談会�
「新�し�い�学習指導要領�で�の�英語教育�・�教科書」�

新里　�眞男�（東京国際大学教授）�
久保野　�雅史�（神奈川大学准教授）�
北原　�延晃�（東京都港区立赤坂中�学校教諭）�
中嶋　�洋一�（関西外国語大学教授�）�
開隆堂編集部�
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いうことが，かなり行われ�るようになってきま�し�た。この�

ため，�「聞くこと」�，�「話すこと」�の音声英語はかなりカ�バー�

されてきているので，もう�音声英語だけを重視すると�いう�

ことは必要なくなったとい�うわけです。それで，それ�まで�

の学習指導要領では「読む�こと」や「書くこと」が全�く軽�

ん�じ�られていたかのように，４技�能の統合的な活用とか，�

総合的な指導ということが�重要だということに変わっ�たわ�

けです。�

　今年の４月，つまり平成�23年度から小学校の「外国�語活�

動�（�英�語�を�原�則�と�す�

る）�」�が５，６年で必修�

化されま�し�た。中学校�

の外国語も週３時間か�

ら４時間になり，高校�

も「コミュニケーショ�

ン英語Ⅰ」�「コミュニケ�

ーション英語Ⅱ」�「コミ�

ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�英�語�

Ⅲ」という名称の科目�

ができたわけです。こ�

のことからもわかるよ�

のように扱われている�

か，本当に統合的な活�

動になっているのかど�

うかが，その教科書の�

試金石になると思いま�

す。�

北原　�ス�ピ�ーチが統合�

的な活動なんですか。�

新里　�その格好のサン�

プルになっています。�

北原　�現状で？�

新里　�現状で「ス�ピ�ー�

チ」が統合的な活動と�し�て行われているということで�はな�

く，今度の新�し�い学習指導要領では，�「ス�ピ�ーチ」�が統合的�

な扱いができる活動と�し�て必ず授業で取り上げること�にな�

っているので，本当に４�技能の統合的な活動になるよ�うな�

書き方になっているかど�うかが，それぞれの教科書の�試金�

石になると思っています�。�

北原　�先生が今お考えの，現状�でのス�ピ�ーチというのは，�

統合的にはなっていない�のですか。�

新里　�「ス�ピ�ーチ」�というのは，基本的に人前で�ス�ピ�ーチを�

するということですが，�実際にはス�ピ�ーチをする前に，例�

えば，どんなことを言う�か，つまり，内容を考えます�。内�

容を豊かにするためには�いろいろな情報を仕入れる必�要が�

あります。そのためには�英語を聞いたり，読んだりす�るこ�

とが必要なわけです。�

　それから，日本人の子�どもにとっては，スピーチの�準備�

と�し�て，あらか�じ�め原稿を書くことが必要にな�る。ここで，�

「書くこと」も行うわけ�です。そ�し�て，その原稿をもとに�

何度も発表の練習を�し�，最終的には人前でスピ�ーチと�し�て�

発表する。ここで，�「話すこと」�が絡んできます。以上で４�

技能は統合的に使われて�いますが，さらに他の生徒の�ス�ピ�

ーチに対�し�て，今のス�ピ�ーチの内容はどうだったとか�，今�

の発表の仕方はどうだっ�たということで，英語で簡単�に感�

想を言わせることができ�ます。その感想を，また，書�かせ�

ることもできる。書かれ�た感想を集めて，みんなで読�んで�

みれば，さらに「読むこ�と」の活動ができます。この�よう�

な形で，�いくらでもス�ピ�ーチを中心に�し�て，�「４技能の総合�

的な指導」ができる可能�性があると思っています。�

北原　�統合的というのは，何か�１時間の中で，読んだもの�

について書かせたり，聞�いたものについて書かせたり�する，�

し�ゃべらせたりとかいう�感�じ�がするんですが。１時間�の中�

参加者： 

　�

　�

　�

司会：�

新指導要領と英語の授業�

新里眞男先生�

北原延晃先生�

特� 教科書著者が語る新しい教科書�
教科書著者が語る新しい教科書�集�



5

英語教育・2011年第2号�

4

北原　�それと，生徒が自立�（自覚）�できるように�し�ないと身�

につかないので，自立でき�るような教科書作りが必要だ�と�

思っています。そのために�は，�レ�ファ�レ�ンス的に使えるよ�

うになっている必要がある�わけです。生徒は４月に教科�書�

をもらって，ほかの教科は�どんどん読めるのですが，英�語�

は教えてもらわないとわか�らない。どうやっていいかわ�か�

らないわけです。�

久保野　�本文テキス�ト�の意味が日本語で書かれて�いるわけ�

ではないですものね。私自�身が，中学入学時に戸惑った�の�

を記憶�し�ています。�

司会　�教科書の上で自学自習のた�めの工夫はどのようにな�

されているとよいので�し�ょうか。�

中嶋　�教師の仕事は，発問と指示�と説明です。その中でも，�

特に指示を明確にすること�が大切なように思います。活�動�

をさせながら指示を出�し�たり，指示を何度も出�し�なお�し�た�

り，場当たり的な指示が，�生徒たちを混乱させているよ�う�

に思います。�

新里　�もうひとつは，学校の今�の組織とか社会状況を見て�

みると，北原先生が研究�部長をされている東京都中英�研研�

究部や自主研究会「北研�」のような組織があって，先�輩の�

指導技術とか，指導の考�え方が若い先生方に伝わるよ�うに�

なっていればいいけれど�も，中学校の先生方は校務分�掌な�

どでいつも超多忙状態で�すね。また，多くの先生が車�で通�

勤�し�ていて，先生方同士の「ア�フターファイブ」の交流も�

少なくなっている中で，�新任以来ずっと自己流で授業�し�て�

いる，という実態がかな�りある。音読のさせ方も知ら�ない，�

簡単な授業のテクニック�も知らないということがかな�りあ�

る。それでも，若い先生�方は英語を話�し�たりする能力は高�

く，何とか自信があり，�授業にもそれなりに満足�し�ている�

ので，指導に必要な技術�はあえて吸収�し�ようと�し�ないわけ�

ですよ。�

　それが現実であるとす�ると，教科書に書いてあるこ�とを�

ペタッとなぞるような授�業を�し�ていてもある程度の指導が�

できるように�し�ないと，その先生の成長�のためにも，生徒�

にとっても不幸なことに�なる。なるべく先生方が迷わ�ず，�

生徒にとっても大きな負�担にならないような，スモー�ルス�

テップをきちんと用意�し�た教科書が必要だと思います�。我�

々の新�し�い教科書では，それは�できていると思いますが…。�

司会　�教科書を作る過程で，モ�ニタリングといいますか，�

部分的に案を見てもらっ�て，現場の先生方にご意見を�伺う�

こともありま�し�たが，親切すぎるのでは�ないかとのご意見�

もありま�し�た。�

久保野　�確かに，経験豊富な先�生たちにとっては，細かな�

指導ステップにまで言及�し�過ぎているように感じられ�るか�

も�し�れません。そのような先生�は�「自分の授業には不要だ」�

と感�じ�る箇所はスキップ�し�たり�し�て，教科書をカスタマイ�

Sunshineのス�ピ�ーチ指導の型を作ってき�たつもりです。�
中嶋　�ある単元にス�ピ�ーチがあるからといって�，そこだけ�

でのス�ピ�ーチ指導で終わっていた�ら，もったいないですよ�

ね。ス�ピ�ーチとは，自分の考えを�ある程度まとめて，相手�

に伝わるように表現するこ�とです。�

　だと�し�たら，�１年生のときから，�まとまったことを表現す�

る力をどうやって育ててい�くかを考える必要がありま�すね。�

　例えば，いろいろな都道�府県の公立高校入試の英作�文の�

問題で35～40語で書きなさ�いという問題があります。�それ�

は，入試前になってから練�習�し�てもだめなんですよ。�１年�

生のときから，まとまった�内容で30語ぐらいを書かせ�，ど�

うやってつなげるかという�指導を�し�ていかないといけない�

と思います。そういったデ�ザイン力が，授業の生命線�であ�

って，まさにこれからの授�業にはそれが必要になって�くる�

と思います。�

久保野　�団塊世代の退職に伴って�，今後は若い先生の数が�

増えていきますよね。経験�の浅い先生たちにとっては�，授�

業デザイン力を育ててくれ�るような教科書というのは�，非�

常に魅力的だ�し�，使いやすいと思います�。１年の教科書で�

も，各プログラム，各セク�ションの段階から少�し�ずつライ�

ティングのタスクがありま�す。それらが量的にも質的�にも�

徐々に積み上げられて，学�期末手前の統合的な言語活�動の�

ページ�　�My Project　�につながっていく。�そ�し�てさらに学年最�

後の到達点にもつながって�いく。そんなイメージです�よね。�

それが２年の教科書へ引き�継がれ，最終的には３年の�最後�

の到達目標にもつながって�いる。教科書を順に進めて�，タ�

スクに取り組んでいくこと�を通�し�て，無理なく力を伸ば�し�

ていくことができる。これ�が今回の教科書の最も大き�な特�

長ではないで�し�ょうか。�

北原　�東京のような大都市には若�い先生が増えてきて，こ�

れからは地方にもそれが波�及�し�ていくわけだから，今�，久�

保野先生が言われたように�，ある程度誘導型の教科書�も求�

められる時期になっている�の�じ�ゃないかと思います。�

中嶋　�実際，そういう必要がある�と思いますね。�

久保野　�教科書を使いながら，逆�算的に授業設計のコツを�

つかむことができる。そう�し�て，長期的な見通�し�を持って�

授業と授業をつなげていき�，生徒達は創造的な課題に�取り�

組んでいくための学習方法�を身につけていくことがで�きる。�

教科書には，ある意味でこ�のように啓蒙的な役割もあ�るよ�

うに思います。�

北原　�自分が若かったころを思い�出すと，教科書だけ見て�

も，どうやって教えたらい�いかわからなかったですよ�。�

モデル文の構成を考えな�がら，それをちょっと書いて�みよ�

う，そ�し�て既習事項の中から自己紹介�に使える文を探�し�て�

書き出�し�て，それを使って自分の自己�紹介ス�ピ�ーチの原稿�

を書くところまでいきま�す。そ�し�て最後にス�ピ�ーチをやり�

ます。これもまさに４技�能を総合的に指導，学習でき�る教�

科書とも言える�し�，４技能が統合されている�教科書とも言�

えると思います。�

中嶋　�そこのところは，強く伝�えた方がいいと思います。�

ただ，統合とか総合とか�言って，形だけつなげようと�し�て�

も，個別技能そのものが�し�っかりとできるように指導�され�

なかったら，絵に描いた�餅です。�

　例えば，英語ら�し�い発音ができるように指�導�し�なかった�

ら，聞き取れるようには�ならないですよね。ジグソー�パズ�

ルの最後の絵にいくため�には，どんな力が必要とされ�るの�

かを，まず教師自身が認�識�し�ておかなければならない�。何�

のための活動か，どこに�つながるのかを考え，土台作�りか�

ら地道にやっていって，�は�じ�めて統合的な活動ができ�るの�

であって，そういう発想�が現場にないと，生徒にとっ�て意�

味のある活動にするのは�難�し�いと思いますよ。�

新里　�２つ以上の技能を統合的�に活用する活動に�し�ても，�

４技能の総合的な活動に�し�ても，基本的に，ステップ�を考�

えてやらないといけない�と思います。�

　例えば，スピーチをす�るといっても，子どもたちの�ス�ピ�

ーチ力を伸ばすためには�，ス�ピ�ーチという活動にはどうい�

う要素があり，それらの�要素をどのように育成�し�ていくか�

が大切になりますね。さ�きほど中嶋先生が言われたよ�うに，�

ス�ピ�ーチ活動をするためには，�音声指導も必要です。その�

他にどんな要素が必要な�のか，それらを指導するため�には�

どれだけの時間が必要な�のかを考えなくてはならない�。こ�

れは，タイム・オン・タ�スクで，やるべきタスクにど�れだ�

けの時間がかかるかとい�う発想で考えるわけです。�

　そうなると，今まで学�習�し�た言語材料の復習もある�程度�

し�ないとス�ピ�ーチで使えない。それか�ら，ス�ピ�ーチをする�

には，ス�ピ�ーチという話�し�方のフォーマッ�ト�もある程度知�

らないとだめなので，スピ�ーチを見たり，聞かせる活�動も�

ある程度�し�たい。それから，生徒たち�に自分なりの考えを�

生み出させるために，マ�ッ�ピ�ングという活動も�し�てあげな�

いといけない。そうでな�いと，先生の押�し�つけのス�ピ�ーチ�

になって�し�まう。これらのこと全てを�考慮�し�て，小さなス�

テ�ッ�プ�で�ス�ピ�ー�チ�活�動�が�行�え�る�よ�う�に，我�々�は�新�し�い�

　も�し�，教科書のあち�

こちに，今やっている�

ことは何ページにつな�

がっています，とか，�

何ページに戻って確認�

し�てみま�し�ょう，とい�

ったヒン�ト�が書いてあ�

れば，混乱は避けられ�

ますね。さらに，開隆�

堂�の�Webマ�ガ�ジ�ン�で�

も書いたのですが，す�

でに習ったページに戻�

って，本文の内容を膨らま�せることもできるわけです。�

　自学自習を促進するため�には，学び方や考え方の型を�身�

につけさせることが大事な�ように思います。ですから，�教�

科書を先に進めるのではな�く，ページをあれこれめくる�作�

業を通�し�て，ああ，そうかと気づ�かせることがその鍵にな�

るように思います。�

新里　�この表現は以前ここで習っ�ていたんだとか，ここで�

は，あそこで学習�し�た表現を使えばよいんだとい�うことを�

生徒に自然に気づかせると�いうことですね。�

久保野　�習っただけ，理解�し�ただけでは身につくはずが�あ�

りません。スポーツや楽器�を身につけるのと同じですよ�。�

経験の浅い先生も安心�し�て使える教科書� 自学・自習を促す教科書�

スモールステップで�

ズ�し�ていただければよ�

いのですよ。先ほども�

お話�しし�たように，経�

験の浅い先生たちに学�

期末や学年末の言語活�

動に向かって，日々の�

授業でスモールステッ�

プを積み重ねていって�

ほ�し�い。そのための手�

順を教科書に盛り込ん�

だつもりです。�

キタ�

特�集�教科書著者が語る新しい教科書� 教科書著者が語る新しい教科書�

久保野雅史先生�

中嶋洋一先生�
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ンタ�ビ�ューをマッ�ピ�ングでメモをとり，さらに知�りたい情�

報を質問�し�て引きだすとか，メモ�し�たことを友だちと交換�

し�て，よりよいメモのとり�方を話�し�合うとか，だんだんと�

変化を加えていきたいです�ね。�writingなら，�書いたことを�

発表するなどspeakingにも結びつけるというように�し�て，�

複数の技能を組み合わせて�活動できるように�し�ていくこと�

が必要ですよね。この教科�書を使っていたら，そのコツ�が�

見えてくると思いますよ。�

北原　�総合的な活動と�し�て，すごいですよね。�

司会　�新�し�い教科書の使用が開始�される平成24年度からは�

授業時間が週４時間になる�わけですが，そのことと教科�書�

との関係はどうですか。�

新里　�現場の先生方からは，今の�教科書は３時間でやって�

いるが，それを４時間かけ�て教えられたらもっといろい�ろ�

な指導ができる，と聞いて�います。この教科書では，指�導�

項目はあまり増やさないで�，む�し�ろ実際に英語を豊かに使�

う活動を増や�し�ていきま�し�ょう，という基本コンセプ�ト�で�

４時間に対応�し�ています。�

　週４時間になるのは，20年ぶりぐらいですが，今回は�ほ�

かの科目よりも時間が一番�多くなっていますね。４時間�に�

なっても英語教育の効果は�ないとか言われると，また３�時�

間に減るようになるかも�し�れません。そうならないよう�に�

し�たいですね。�

　そういうことですから，�先ほどから出ているように，�４�

技能を総合的に指導できる�教材とか，１つの技能にウエ�イ�

ト�を置きつつ，学習が進む�に従って複数の技能をからめ�た�

活動ができるように仕組ん�だ教材を充実させる一方で，�そ�

れらを除いた，いわゆる基�本文のある本課の部分はほと�ん�

ど増えていない教科書にな�っていますね。文法項目は増�え�

ていないわけですから。�

司会　�確かに基本文を扱っている�ページ数はほとんど増え�

ていないですね。増えてい�るのは言語活動，練習のペー�ジ�

です。本文自体の分量も，�それほど増えていないです。�

北原　�１セクションの新語数も最�大８語を目安に�し�ま�し�た�

よね。�

ね。�

中嶋　�現場で足りないのは，文�と文をつなげる指導，構成�

や内容を考えるという指�導です。マッ�ピ�ング等で構想を練�

る訓練をすれば，４技能�の統合的な活動にもつながり�ます。�

そのような思考�ト�レ�ーニングとタスク活動をリ�ンクさせ，�

３年間を通�し�て，一貫�し�て筋が通った活動になってい�ると�

いうのが，この教科書の�特徴ですね。�

　２年前，最初の企画会�議で，４人でホワイ�ト�ボー�ド�にマ�

ッ�ピ�ングを�し�ながら，３年間の９つのタ�スクを考えま�し�た�

が，ちょうど，竹が強い�のは節があるからで，その節�の部�

分を９つ作ったようなも�のだと思います。�

北原　�文章全体の構成に目を向�けさせることは１年からや�

らないといけないですね�。�例えば，�文章を�「導入」�，�「本文」�，�

「まとめ」の３つの要素�で考えさせるとか。そのため�には，�

教科書でそれができるよ�うになっている必要がありま�す。�

司会　�現場の先生方には，その�ようになっていると非常に�

教えやすいと言われます�。つまり，モデルがあって，�その�

構成を分析�し�て，その要素を書き出�し�て，それを選んで，�

自分の文を書くところま�でもっていくように道筋を作�って�

やれるということで。�

中嶋　�何か活動させるときには�，モデルがいくつかないと，�

いいものはでてこないで�すね。自由に考えなさいとい�って�

も，やったことのないこ�とはイメージできない。先輩�のス�

ピ�ーチ�ビ�デオや他のクラスの生�徒の作品を見ると，なるほ�

ど，こうすればいいのか�という見通�し�が立ちます。途端に�

意欲が生まれてきますね�。�

北原　�教科書には限られたモデ�ル�し�か載せられないので指�

導書に10も20もモデルを�載せたいですね。生徒の作品�もた�

くさん載せたいです。も�ちろん，間違いはあるだろう�が。�

久保野　�実際の生徒達が書いた�ものならば，難�し�すぎない�

ので手が届きやすいかも�し�れませんね。生徒達が言い�たか�

ったのに，うまく言えな�いことなども分かるかも�し�れませ�

ん。�

司会　�４技能の総合的な，統合�的な学習というお話はだい�

ぶいただきま�し�たが，先ほど中嶋先生が�おっ�し�ゃった個別�

の技能ができないと，と�いうお話がありま�し�たが，教科書�

でもやはり１つの技能に�ウエイ�ト�を置いた教材というのも�

必要ですね。�

中嶋　�そうですね。�「聞くこと」�，�「話すこと」�，�「読むこと」�，�

「書くこと」に特化�し�た教材は必要だと思いま�す。そこで，�

きち�んと�指導�し�て�おく�こ�とで�す。ただ，listeningの�教材�は，�

最後�まで�ずっ�とlisteningだけ�させ�ると�いう�ので�はな�く，イ�

うところで達成�し�ようと�し�ているので�し�ょうか。�

久保野　�ハロウィーンのような風�習について説明�し�た文章�

を�例�に�と�っ�て�考�え�て�み�まし�ょ�う。文�章�を�構�成し�て�い�る�文�

（sentence）�の一つ一�つに番号を付け，文�と文がどのよう�に�

つながっているのかを分析�し�ます。�

　それを参考に�し�て，今度は，別の風習�，例えば日本の伝�

統行事を英語で説明�し�た文章が，一文ずつバラ�バラにシャ�

ッフルされたものを読み，�文章の流れを考えながら元�の文�

章に復元�し�ていきます。そ�し�て，完成�し�た文章を音読�し�て，�

ノー�ト�に書いてみます。次には，�他の行事などについて，�

例を真似ながら自分で書い�ていくことにつなげます。�

　このような活動では，�「文と文のつながり」�について，�「読�

むこと」と「書くこと」の�両面から統合的に取り組む�こと�

になります。さらに，音読�や暗唱を通�し�て，�「話すこと」�に�

もつながって行くのです。�

中嶋　�それは今までの教科書では�出ていなかったのですか。�

北原　�なかったですね。�

久保野　�国立教育政策研究所が10年近く前に「教育課程実�

施状況調査」というものを�行いま�し�た。全国から無作為に�

数万人の生徒を抽出�し�て調査�し�たのですが，�「�『私の宝物』�

というス�ピ�ーチの原稿を３～５文で書き�なさい」という問�

題がありま�し�た。�

　このような，いわゆるテ�ーマ作文の正答率はお世辞�にも�

高いものではありませんで�し�た。新学習指導要領で「�文と�

文のつながり」というコン�セプ�ト�が出てきたのは，この調�

査結果を分析�し�たのが基になっているよ�うです。ですから，�

「つながりのよい文章を書�く」�ト�レ�ーニングが無理なく盛�

り込まれている教科書でな�くては困るのです。�

司会　�文と文のつながりのほかに�，文章全体の構成も学習�

できるようになっている必�要がありますね。�

新里　�この教科書には，１年次か�ら自己紹介などの，スピ�

ーチの原稿を考える教材を�置いています。まずは何を�書く�

かを考えさせて，一つ一つ�の文を作らせます。その後�で，�

作られた各文をどのような�順序で並べるかを考えてみ�なさ�

い，というようになってい�ます。ス�ピ�ーチ全体の構成を日�

本語でもいいから考えさせ�てもよいと思います。�「まず，�自�

分の言いたいことは何だろ�う？」�「それを君はどういう�順序�

で言うと効果的だと思う？�」というふうに詰めていく�わけ�

です。�

　こういう教材が１年から�３年までに数個ずつでもあ�れば，�

文と文のつながり，文章の�構成・内容を意識�し�て読んだり，�

書いたり，聞いたり，話�し�たりする訓練になると思い�ます�

間違えながら何度も何度�も取り組むことによって，初�めて�

使えるようになるのです�。�

　教科書を何度も読み直�す機会を作るための仕掛けが�，学�

期末手前にある発展的な�活動のページ�　�My Project　�です。�そ�

こでは，活動に使う英語�表現をどこで学習�し�たのか，参照�

し�て読み直せるように，初出箇�所のページが分かりやすく�

書いてありますので，言�語活動の中でつまずいた場合�にも�

「これは，どこで習った�んだっけ？」などと悩む必要�がな�

くなるのです。�

　スパイラルに復習�し�ていく方法を示�し�ているということ�

でもあります。困ったと�きには，教科書を読み直せば�ヒン�

ト�や答えが見つかる。そんな気�持ちで，何度も必要なとこ�

ろを復習できるような気�持ちに生徒達がなってくれる�こと�

を願っています。�

新里　�レ�ファ�レ�ンス性はいいですね。�一般論的に言うとど�

うなるんですか。子ども�たちにとって，自学・自習が�し�や�

すくなるということです�よね。�

中嶋　�それは北原先生が一貫�し�て主張�し�てきたことですね。�

北原　�生徒たちに３年間の本を�１冊にまとめて，持ってこ�

させたりするんですが，�それを嫌がるんですよ，重い�と言�

って。英語だけじゃない�ので，カバンが重くなる。そ�のた�

めに，カバンをなるべく�軽く�し�ま�し�ょうというキャンペー�

ンを張っていたぐらいで�す。�

　１，２年の教科書なん�か，家に置いていても見ない�のだ�

から，学校に置いてもい�いと言っているんです。持っ�てこ�

ない生徒もいるんですが�，�このように，�「何ページに書いて�

あるぞ」となっていたら�，英語の苦手な子ほど持って�くる�

んですよ。�

司会　�先ほど，４技能の総合的�な指導，統合的な活動とい�

うお話が出ていま�し�たが，それが教科書の中�でどう組み込�

まれているのがよいのか�，そのあたりをもう少�し�お話�し�い�

ただけますか。�

新里　�「４技能の総合的な育成�」のためには，例えば今度�

のわれわれの教科書のよ�うに各セクションで基本文，�つま�

り新�し�い学習事項があって，�「聞いてみよう」�，�「言ってみよ�

う」�，�「使ってみよう」�，�と複数の技能を使った�活動を�し�てか�

ら本文をやり，最後に確�認の意味で学習�し�た事項を書いて�

みる，という展開になっ�ていることが必要で�し�ょう。�

司会　�新学習指導要領には，�「文と文のつながりなどに�注意�

し�て」�，�とありますが，�それは私どもの教科書では�，�どうい�

教科書における4技能の総合・統合�

週4時間に�なって教科書はどうなる？�

教科書著者が語る新しい教科書�
教科書著者が語る新しい教科書�特�集�
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司会　�総合と統合などについては�，大体こんなところでい�

いで�し�ょうか。では，基本文とか�目標文とか言われるもの�

の提示の�し�かたについて，新�し�い教科書ではどんな点が�特�

長で�し�ょうか。�

中嶋　�基本文というのは，自然な�文脈や場面の中で提示す�

るものだと思います。こと�ばは場面で�し�か意味をもちませ�

ん。ことばが使われる必然�性がなければ，単なる文法の�知�

識で終わります。今までの�教科書が，その場面をきちん�と�

与えていたかと言うと，決�し�てそうではなかったように�思�

います。教科書の本文から�取り出�し�た基本文は，子どもた�

ちが実感できないようなも�のであり，それがそのまま載�っ�

ていたこともあったわけで�す。そこで，今回の教科書で�は，�

どんな子でも，ニュアンス�が理解できるような自然な場�面�

設定を考えま�し�た。できれば，２往復ぐ�らいするようなや�

り取りの中で，使い方を�し�っかりと理解させま�し�ょう，さ�

らに，最低でもそこだけは�し�っかり覚えさせま�し�ょうとい�

う趣旨で考えたわけです。�相当，時間がかかりま�し�たね。�

何度も何度もやり直�し�ま�し�たから。�

司会　�１年では無理と�し�ても，２年，３年では２�往復のや�

り取り，つまり４行に�し�たことで，�し�っかりとことばを使�

う場面が出せますね。�

北原　�基本文が４行になっていれ�ば，本文全体を何度も音�

読する時間がなくても，ベ�ーシックなダイアログだけ音�読�

し�て，これだけをきちんと�頭の中に残�し�ておけば，かなり�

のものができるかも�し�れないですね。�

新里　�４行対話での基本文を導入�するときに，どんな扱い�

方が考えられますか。�

北原　�基本文は原則と�し�て既習語で作ってあるん�ですよ。�

そうすると子どもの自立的�な学習を促すために，�「これはど�

んな場面だと思いますか」�とか，�「この２人はどんな関係�だ�

と思いますか」などの発問�が可能なので，そのようにク�イ�

ズ的に入っていくとおも�し�ろい授業ができると思います�ね。�

いきなり，これはこうだ，�という説明は�し�ないほうがいい�

と思いますね。�

中嶋　�そういう，ニュアンスに気�づけるような教師の発問�

例を指導書にも書いておく�といいと思います。多くの先�生�

方は，基本文を板書�し�て，それを説明するという�指導を�し�

ておられますから，クイズ�のような発問を考えるのは不�慣�

れです。ただ，やり方が分�かってくると，自分なりにど�ん�

な場面かを気づかせようと�工夫されるようになると思い�ま�

いけれども，それをやさ�し�い表現で言えるかというこ�とな�

んですね。�

久保野　�「生徒が分かる英語で�」というのは，高校の指導�

要領でも強調されていま�し�たよね。教室で使う英語の�語彙�

や文構造を，相手に合わ�せて臨機応変にコン�ト�ロールする�

必要がありますから。�

新里　�英語の難易�レ�ベルをコン�ト�ロールできるというのが，�

本当に英語ができるって�ことなんですよね。�

久保野　�自分が使える英語をそ�のまま�し�ゃべっているだけ�

では，教育的な配慮が足�りないんですよ。�

中嶋　�子どもたちが，どんな言�語材料を習ってきていて，�

それをどう使えば分かり�やすくなるかという発想が必�要な�

んですよ。大学の学生た�ちも，英語科教育法で模擬授�業を�

するときに，自分たちが�よく使う単語を�し�ゃべって�し�まい�

ます。生徒たちは，言っ�ていることが分からなければ�，関�

心なんかもてません。�

　TOEICが満�点で，�英検１級をもっている私の友�人は，�中�

学校の教科書の本文がす�べての土台になると言ってい�ます。�

コン�ト�ロールするとは，まさに�，子どもたちが習った単語�

や文法を使って，�彼らが分かるようにteacher talkが自�在に�

できること，コンテンツ�もワクワクするものにできる�とい�

うことですよね。�

新里　�子どもの�レ�ベルに合わせないと，授業に�はならない�

ですよね。�

北原　�１つのことを，１つの表�現方法で�し�か言えないんで�

すよ。�

中嶋　�それは，コミュニケーシ�ョン能力が高いとは言えな�

いですよね。相手に伝わ�らなければね。�

久保野　�高校の先生たちの中に�は，英語は上手だけれどコ�

ン�ト�ロールに不慣れな人も多い�ようですね。�

中嶋　�授業マネジメン�ト�力は，特に大事ですよね。�

久保野　�英語教員と�し�て最低限必要な運用力は�クリア�し�た�

いですよね。その際，文�部科学省が作成�し�て全校に配布�し�

た授業DVDも参考になるかも�し�れませんね。�

北原　�例えば，アジアの人たち�に英語で説明�し�なければな�

らないような場合，伝わ�らないと意味がないですから�，相�

手の英語に対応�し�なければならないわけですね�。ネイティ�

ブに近い話�し�方ができるだけでは，もう�あまり意味がない�

ということですよ。�

新里　�そうですね。�それを私も言いたいです�。�だから，�ネイ�

ティブに近い�レ�ベルで�し�ゃべれるということが，本当�に教�

師と�し�ての英語力があるのかど�うかは分からないですよね。�

ですよ。�

司会　�どういう評価を入れていく�か，ということですね。�

北原　�例えば，１年生のこの時期�には，音読テス�ト�をやっ�

たほうがいいよとかいうこ�とを入れたほうがいいです�よね。�

久保野　�そのような活動のヒン�ト�が，新�し�い教科書には満�

載なんです。ですから，パ�フォーマンステス�ト�は作りやす�

いはずですよ。�

新里　�今のは，実際に先生方が１�年間の流れを考えるため�

の教科書会社と�し�てのサー�ビ�スですよね。そうではな�くて，�

それ以前の問題と�し�て，１時間増えるのを無駄�に使う教科�

書ではありませんよ，む�し�ろ，具体的にはこのような�活動�

を行うためにプラス１時間�を生か�し�ている教科書ですよ，�

ということが重要だと思う�んです。�

　こういうことを，文部科�学省も一般論と�し�て言ってほ�し�

いと思います。１時間増え�たのは，ただ，ゆったりや�って�

くださいという意味じゃな�く，もっと定着につなげる�ため�

に，実際に使ってみる時間�が用意されたと解釈�し�てくださ�

い，とね。�

久保野　�解説中心の授業�し�か�し�てこなかった人たちは�，授�

業のパラダイムシフ�ト�が要求されますね。�

北原　�でも，教科書に出ている順�に教えればよいようにな�

っているので，楽にこなせ�ますよ。�

中嶋　�この教科書を使うと授業が�活性化するはずです。そ�

のとおりに英語で進めてい�けば，教師の英語力も高ま�りま�

す。�

久保野　�教師と�し�ての英語力ですね。教�室の隅々まで，マ�

イクな�し�で明瞭な発音を響かせる�ような。英語力があって�

話すのが得意だと�し�ても，日常会話を早口でペ�ラペラ喋る�

ようなやり方ではダメです�。�

北原　�英語力があると言うけれど�も，本当にそうとは思わ�

ないんですよ。要するに，�難�し�いことは言えるかも�し�れな�

司会　�つまり，水増�し�状態になっていてはい�けないとうこ�

とですよね。�

新里　�水増�しし�ていない教科書，増や�し�たのは言語活動で�

すよ，ということは大き�くキャンペーンを張ってもい�いく�

らいです。�

中嶋　�まさ�し�くそうですよ。�

久保野　�週３時間では，教科書を進め�るだけで手一杯だっ�

たかも�し�れません。説明�し�て�ド�リルを行うだけで時間切れ�

となり，言語活動を行う�余裕がなかった。�し�か�し�，新�し�い�

教�科�書�で�は�本�文�の�分�量�は�基�本�的�に�増�え�て�い�な�い�代�わ�り�に�

「使いながら身につけて�いく」ための活動が大幅に拡�充さ�

れていますからね。�

　何度も繰り返�し�て言いますが，学期末手前�の言語活動の�

　�My Project　�ページに向けて，�活動を積み上げていくよ�うに�

構成されているので，是�非とも活用�し�ていただきたいとこ�

ろですよね。�

中嶋　�学期末というところが，�ポイン�ト�になりますよね。�

ス�ピ�ーキングやライティングな�どの評価にも使えるように�

し�てありますよ。ほら，学期末�テス�ト�の１つ手前にやれる�

ように�し�てありますよ，ということで�すね。�

北原　�教科書を使った典型的な�指導案を，まず用意する必�

要がありますね。スピー�キングテス�ト�をするということを�

織り込んだものを。�

久保野　�１時間の授業案だけでなく，�年間指導計画の場合�

の推奨例も作りたいです�ね。到達目標と�し�て設定�し�た言語�

活動と，その具体的な評�価も含めて。�

北原　�そうですよ。評価も。�

久保野　�「観点別評価規準」の改訂版�が，国立教育政策研�

究所のホームページに出�ていますね。それに基づいて�定期�

試験の改善方法などにも�踏み込んでみたいですよね。�

中嶋　�この教科書を丁寧にやっ�ていけば，どんな力がつく�

のか，それは何のためか�，評価はどうするか，という�こと�

を意識�し�ていただけるようになるとは�思います。ただ，そ�

の具体例を指導案や育成�計画で示さないと，今までど�おり，�

教えたところまでをテス�ト�する，ということになって�し�ま�

うような気が�し�ます。�

新里　�この教科書を使ったら，�教えて終わりということに�

ならない，ということで�すね。�

北原　�編集の流れがあるで�し�ょう。１年生の第１課か�らの。�

そこに，評価関係，テス�ト�関係を差�し�込んでいけばいいの�

教師・授業はどう変わればよいか�

基本文のあり方�
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新里　�伝統文化が発信につながる�んですか。�

司会　�日本文化の発信です。折り�紙とか新年の話とか。２�

年では枯山水とか花見とか�を扱っています�し�，３年では風�

呂敷とか提灯をどう説明す�るかということを取り上げて�い�

ます。�

新里　�枯山水や花見など日本の伝�統文化を，違う文化を持�

つ人たちに紹介することも�発信ですが，もう少�し�日常生活�

レ�ベルの発信も�し�たいと思うんです。と�って付けたような，�

ビ�ッグカルチャーというの�は日常的なものではないです�ね。�

司会　�学習指導要領の教材選定の�観点の柱の１つと�し�て，�

伝統文化というのがありま�すね。３年だと，世界遺産の�と�

ころに行ったり，回転寿司�の起源とかを扱っています。�

新里　�回転寿司はいいですね。日本古来の事物の紹介とか，�

日本の年中行事や祭りの紹介とか，茶道とかも扱っていま�

すよね。�

司会�　京都の裏千家にまで�取材�し�に行ってきま�し�たよ。日�

本の英語教育というのは，�戦後，アメリカの英語や文化�を，�

受け身的に学ぶことが教科�と�し�ての英語だったんですよ�。�

それが，やっと，日本のこ�とを外に発信すること自体が�必�

要なんだというふうに変わ�ってきたのかなということで�す�

よね。これは，世の中の変�化なんで�し�ょうか。�

新里　�日本の伝統文化を扱えと学�習指導要領に書いてある�

から，それはそれでいいん�ですが，よく言われるビッグ�カ�

ルチャーとスモールカルチ�ャーのことは意識�し�たいと思い�

ます。歌舞伎を扱うとか，�日本の伝統芸能を扱うとか，�そ�

ういうものを紹介する場面�というのはあまり日常的では�あ�

りません。いわばビッグカ�ルチャーです。例えば，日本�の�

子どもたちが海外にホーム�スティに行って歌舞伎のこと�を�

説明することはあまりない�と思うんです。�

司会　�それよりも，もっと身近な�カルチャーのほうがいい�

ということですね。�

新里　�身近なカルチャー，つまり�，スモールカルチャーを�

扱うという意味では，風呂�敷はいいと思います。ただ�し�，�

ビ�ッグカルチャーも必要で�すがね。�

中嶋　�そういう意味では，剣玉の�説明の仕方から入ってい�

くというのはいいですね。�剣玉，折り紙，回転寿司とい�っ�

た素材は，確かに生徒にと�って身近だと言えますね。�

います。�小学校でやったことを意味�付けて，�「小学校でこれ�

をやったで�し�ょう，これはこういうこと�なんだよ」と言っ�

て�い�る�先�生�と，一�方�で，�「小�学�校�で�や�っ�た�の�は�お�遊�び�だ�か�

ら，そんなのは忘れろ。�中学校は高校入試があるから�な」�

ということで，早速，文�字指導から始めるという先生�方も�

おられます。�

　だから，教科書が小学�校からのつなぎという点で導�入部�

分に何をもってきている�かは，中学校の先生方にとっ�ては�

非常に関心のあるところ�で�し�ょうね。�

司会�　小学校の英語活動はお遊�びみたいなものだからとい�

う先生がおられるんです�ね。�

中嶋　�残念ながら，そうですね�。専門性ということが気に�

なり，間違いを覚えてき�たらたまらない，発音は変な�癖が�

ついたらなかなか直せな�い，ということを心配されま�す。�

でも，小学校の先生方は�，体当たりで，楽�し�くなるように�

いろいろ工夫�し�ておられます。ですから�，中学校の教科書�

の入門期でも，ちゃんと�小学校でやってきたことをう�まく�

つなげてありますよ，と�いう具体を示すことですよね�。�

新里　�“�Hello.”�をは�じ�めとするあいさつの表現は�小学校で�

ずいぶんやってきている�ので，それを思い出させると�ころ�

から入っていく。小学校�で音と�し�ては活動の中で何度も聞�

いたり，言ったり�し�た単語をイラス�ト�とともに聞かせたり，�

言わせたりするページを�何ページか導入部に置く。こ�のよ�

うなことによって，生徒�はスムーズに中学校英語に入�って�

いくことができる。それ�と文字を導入することを従来�以上�

にていねいに扱う。基本�的には，そういうことだと思�いま�

すね。�

司会�　いま新里先生が言われた�ことに尽きると思いますが，�

もうひとつ１年の教科書�の作り方が，最初のほうでは�，小�

学校英語でやった，�IとYouを中心に�し�た世界をまず扱って�

います�し�，１学期の大半がそれ�に近いですので，その点で�

も小学校からのつながり�はスムーズだと言えると思い�ます。�

北原　�文字の導入というところ�が一番大きいですね。１つ�

の課をそれに充てるとか�，文字と発音の関係，つまり�フォ�

ニックスもきちんと扱っ�ているとか。�

司会　�題材の扱いについてお願�い�し�ます。�

新里　�これまではわりと環境問�題が多かったと思いますが，�

今回はどうですかね。�

司会　�「発信」ということを柱�のひとつに�し�ているので，�

日本の伝統文化を発信する題材が多いです。�

司会　�次に，英語学習における音�読の効果はずいぶん前か�

ら言われていますが，教科�書では音読をどのように扱�って�

いるのがよいですか。�

北原　�教科書に具体的に指示があ�ったほうがいいですよね。�

音読�し�たら，回数を記録できるよ�うにアイコンを置くとか。�

中嶋　�例えば５回音読�し�たらアイコンにチェッ�クマークを�

入れるとか，色を塗るとか�。�

久保野　�そのような工夫を指導書�にも具体的に書いておい�

た方がよいかも知れません�ね。�

新里　�音読は中学生の英語学習で�も相当な効果があるので�

し�ょうね。�

北原　�やってみて，評定が３の，�真ん中あたりの生徒が，�

５回×音読アイコン５個の�25回読んでくると，教科書�の本�

文は全部頭に入ると思いま�す。これは事実ですね。�

久保野　�確かに練習量を増やすこ�とは大切です。そ�し�て，�

もう一つ忘れてはならない�のが，１回１回の音読練習�の質�

を高めていくということで�す。音読活動の質は，教員�の指�

導力によって大きな差が出�るように思います。�「音読の声が�

出ない」という授業には，�必ず何か問題点があるので�す。�

中嶋　�音読のさせ方も絶対教えな�いといけないですね。要�

するに，内容を理解�し�た上で音読�し�ないとなんにもならな�

い。�

久保野　�ただ繰り返�し�ていても上手にならない�し�，力にも�

なりません。また，音読の�ス�ピ�ー�ド�を競わせたりする場面�

を目にすることがあります�が，気になりますね。�

北原　�１分間に何回読むとかね。�よくないですね，あれは。�

頭の中に映像が浮かぶよう�に音読�し�なさい，と言わないと�

いけません。�

久保野　�同感です。音声と意味が�直結�し�ますからね。その�

ような音読は，聞いていて�意味がよく伝わってきます�。音�

声と意味が直結すれば，頭�の中のイメージをダイ�レ�ク�ト�に�

英語に変換することにもつ�ながっていくので�し�ょうね。�

司会　�小学校英語で学んできた生�徒が，平成24年度版の教�

科書を使うわけですが，小�学校の英語活動と中学校の�教科�

書とのつなぎという点につ�いて，いかがで�し�ょうか。教科�

書編集の際，その点を先生�方にはずいぶんと議論�し�ていた�

だいたわけですが。�

中嶋　�今，中学校の捉え方は二つ�に分かれているように思�

すよ。�

司会　�基本文における目標はは�っきり�し�ていますが，教科�

書のそのほかのページも�，と言いますか毎時間の授業�でも�

もちろん目標は必要です�ね。そのあたり，教科書との�関係�

でお話�し�いただけますか。�

中嶋　�現場では，入試に間に合�うように，教科書を先に進�

めていくという指導が非�常に多いと思います。�し�か�し�，そ�

うではなく，英語を使っ�て何ができるようになるのか�，ど�

う自信をもたせるのか，�３年生の３学期には具体的に�何が�

できるようになればいい�のか。�「聞く」�「話す」�「読む」�「書�

く」をどこまでできるよ�うに�し�て卒業させるのか。そこか�

ら逆算�し�て指導を�し�ないといけないというこ�とを，私たち�

はこの教科書作りを通�し�て提案�し�ているわけです。�

新里　�中学校英語教育の最終の�到達目標から逆算�し�て，各�

学年の終わりにはどんな�ことができるようになってい�るか�

を決めていく。その各学�年の到達目標を達成するため�には，�

各学期でどのような目標�を設定するかを考える。さら�に，�

学期の目標を達成するた�めに，毎課や毎時間にどのよ�うな�

学習目標を設定するかが�決まる。このように教科書は�組織�

されている必要がありま�す。�

　この教科書では，毎時�間の基本文，本文，それが３�つ集�

まって各課がありますね�。そ�し�て，いくつかの課を合わせ�

て�ま�と�ま�っ�た�言�語�活�動�を�さ�せ�る�　�My Project　�を�学�期�末�近�く�

に置き，３年間では９つ�のまとまった言語活動ができ�ます�

よね。それに各教材の関�連が分かるように教科書の紙�面上�

に示�し�てあるということです。�

北原　�ひとことで言えば，今や�っていることが何のために�

やっているのかがわかる�教科書ということですね。�

中嶋�　一部の先生方は，今回の�教科書の左側のページの活�

動がていねいすぎるので�はないかと心配されています�が，�

む�し�ろ，既習事項への渡りがつ�けられており，学習者が探�

し�て確認するという作業をとお�し�て，自ら気づけるように，�

緻密にデザインされた教�科書と言えるのではないかと�思い�

ます。�

　新里先生がおっ�し�ゃった９つのまとまった�言語活動のこ�

とですが，３年間で出て�いる９つがどうつながってい�るの�

か，ということを，ちょ�うど，�ビ�ジネスにおける「見える�

化」のように，つながり�が一目で分かるように相関図�に�し�

ておきたいですね。�

1�0� 1�1�

3年間が見通�せる教科書�

教科書の題材�

音読を促す教科書�

小学校英語との接続�

ビ�ッグカルチャーとスモールカル�チャー�

ちゃどう�

特�集�教科書著者が語る新しい教科書� 教科書著者が語る新しい教科書�
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違う意味を持つと思われる�単語を調べたりさせるような�具�

体的な指示を要所要所に入�れま�し�た。�

北原　�あと，写真とかイラス�ト�などの�ビ�ジュアルなものも�

教科書では大事ですよね。�今度の教科書にはいろいろと�お�

も�し�ろい写真というか，よ�くこういう写真を見つけてく�る�

よねというのがありますね�。回転寿司の寿司�ト�レ�インとか。�

司会�　これは外国で撮影�し�てもらったんですよ。�

北原　�こういうのはいいですよね�。�

久保野　�写真の下に説明があるも�のとないものがあります�

が，何か理由があるので�し�ょうか。�

司会　�わかりにくそうなところに�は入れたつもりですが，�

一目瞭然のものや本文その�ものが写真の説明になってい�る�

ものは入れていません。�

久保野　�地図なども見やすくて，�分かりやすいものになっ�

ていますね。�

司会　�これまでのお話で，本日の�テーマはほぼ出�し�ていた�

だいたようですので，新里�先生，最後にまとめていただ�け�

ますか。�

新里　�われわれの新�し�い教科書について，表現が�抽象的に�

なるかも�し�れませんが，特長と�し�ては次のように言うこと�

ができるかも�し�れません。�

　１つは，練習と実際のコ�ミュニケーション活動のバラ�ン�

スがよく取れた教科書だと�いうこと。つまり，率直に言�っ�

て，英語は練習の部分もき�ちんと�し�なければならない�し�，�

当然，コミュニケーション�のために実際に使わせないと�い�

けない。その２つのバラン�スがよいということです。�

　２つには，１つのセクシ�ョン，それから１つの�レ�ッスン，�

数課学習�し�たあとのまとまったコ�ミュニケーション活動，�

更には学年間，それぞれの�相互関連が学習の目標の面で�も，�

言語材料の面でも１つのま�とまりと�し�て構築された，すぐ�

れた教科書である，と言え�ると思います。�

　３つ目には，最終的には�コミュニケーション活動で使�わ�

せながら定着を図るという�ことですが，指導・学習の流�れ�

が非常に，ある意味では常�識的な，ベーシックな流れに�な�

っている。また，ていねい�にステップを踏んでもいるの�で，�

指導経験の浅い先生にも教�科書の順序に沿って指導�し�てい�

ただければ成果の得られる�教科書と言うことができると�思�

います。�

司会　�先生方，本日は長時間にわ�たってたいへんありがと�

うございま�し�た。� （了）�

的な読み物があればいい�わけで�し�ょ。�

司会　�全国の高校入試長文問題�の語数を調べてみま�し�たが，�

相当ばらつきはあるもの�の，大体400から500語程度が�かな�

りありま�し�た。�

中嶋　�600語のものもありま�し�た。�

久保野　�３年後半では，そのような数字も意識して，長い�

文章を読み通すようなプログラムも用意してあります。�

中嶋　�入試との関係で，３年で�は速く読むことも要求され�

るわけです。�

北原　�うちの２年生は１分間に�160語から170語のスピー�ド�

で読みますよ。�

中嶋　�それはすごいですね。北�原先生の確かな音読指導が，�

結果と�し�て，速読にもつながっ�ているということが分かり�

ますね。�

司会　�それから，今度，新�し�い学習指導要領で，辞書�指導�

も�し�なさいと，はっきり出てき�ていますが，新�し�い教科書�

では北原先生に辞書指導�のページをご担当�し�ていただきま�

し�たが。�

北原　�２，�３年のものも私が原案を示�し�ま�し�た。�

司会�　先生にご提案いただいた�全体配置に沿って作ってあ�

ります。�

北原　�この前，関東甲信ブロッ�クの東京大会で，新�し�い学�

習指導要領のキーワー�ド�によって分けた分科会が５つ�あっ�

たのですが，一番人気の�あったのは「総合的，統合的�」に�

関する分科会で，一番人�気のなかったのが辞書指導で�し�た。�

中嶋　�先生方の中には，安易な�発想があるん�じ�ゃないで�し�

ょうか。辞書というのは�，調べ方を教えれば，それで�いい�

んだという。だから，辞�書指導ぐらいは，何とか生徒�が自�

分でできるというように�思い込んでいて，今回の目玉�であ�

る統合や総合というとこ�ろに流れて行って�し�まったの�じ�ゃ�

ないかとも考えられます�よ。�

北原　�そうすると，実際に辞書�指導はやっているというこ�

とですか。�

中嶋　�そうですね。一応，さわ�りだけを指導�し�ておくとい�

う�レ�ベルだと思いますが。でも�，それでは自律的学習者は�

育たない，自学自習には�つながらないですね。それこ�そ，�

この教科書で正�し�い辞書指導の仕方をきちんと�啓発できれ�

ばいいと思いますね。�

北原　�１年では辞書指導のペー�ジはもちろんありますが，�

読み物のページで辞書を�調べたり，おそらく生徒の予�想と�

PRというか将来の夢とかを書いて卒業�し�ていくんですよ。�

中嶋　�私が10年間取り組んできた�ハー�ド�カバーの卒業文集�

作りもそうで�し�たね。３年間学んできた�ことを駆使�し�て，�

最後に精いっぱい自分の考�え，自分のことを自己アピ�ール�

し�てみる。基本的には，中�１で始まった自己紹介が，�いろ�

んなことを学んでバージョ�ンアップされた自己紹介と�なっ�

て帰結する。それをきちん�と�し�た形に残すことで，こ�だわ�

りも生まれま�し�たね。�

久保野　�３年生の最後にある自己�PR活動�は，�学者が机上の�

空想で作ったものではあり�ません。中学校の授業を実�際に�

行う中で，試行錯誤を通�し�て鍛えられ磨かれてきた活�動で�

す。現場での実践という，�ある意味での品質保証書の�付い�

た活動だとも言えます。�

新里　�自分たちの学校を紹介する�ホームページを作る言語�

活動なども一種の自己PRですね。�

　そうすると，題材につい�ては大体話が出ま�し�たね。生徒，�

子どもたちにとって日常的�で身近なもの，それから伝�統文�

化やそれに関連�し�て地域の話題なども。�それらを発信�し�て�

いこうということも。�

司会　�あと，読んだことについて�，いろいろな活動をさせ�

るという面で，中嶋先生，�文章を書かせたり，詩を書�かせ�

たりとか，いろいろなこと�をなさっていますが，題材�の子�

どもたちに与える感動とい�うものが，学習意欲をかき�たて�

るもので�し�ょうね。�

中嶋　�そうですね。まず，子ども�たちが心を動かすのは，�

本当に崇高なもの，今まで�自分が知らなかったこと，�心が�

動く教材，身近なもの，外�国の子どもたちの暮ら�し�，学校�

の文化，授業とかについて�も興味を持ちますね。です�から，�

身の回りのことをどんどん�発信�し�ていくというのは，大切�

なことだと思いますよ。�

司会�　それと，時々言われる教科�横断的な題材もあります。�

英語で数学とか理科とか。�また，料理の�レ�シ�ピ�，これは家�

庭科ですかね。また茶道な�どの伝統文化も。�

中嶋　�理科とか数学の得意な子ど�もの出番だと思いますね。�

英語が苦手な子の目がキラ�ッと光ったり�し�て。�

司会　�これは題材の内容ではあり�ませんが，高校入試の長�

文問題対策の観点から現場�の先生方に聞かれることが�時々�

あります。�

新里　�各学年の巻末に本課で扱っ�た題材について更に深く�

掘り下げた読み物とか，入�試の語数を意識�し�たような発展�

司会�　異文化理解というのは，�どちらかというと，受け身�

的になる面が多いので，�それも大事なことですが，も�うち�

ょっと，４時間になった�ということで，自分たちのこ�と，�

身の回りのことから，日�本のことを紹介�し�ていけるという�

ことになったと思います�。�

新里　�そういうことははっきり�とア�ピ�ール�し�てよいと思い�

ます。子どもたちにとっ�て日常的な文化を発信する教�科書�

だってことですね。�

司会　�ア�ピ�ールすることは必要ですね�。�

北原　�発信できる内容があるこ�とが必要であって，それを�

探すために全国の高校入�試問題を掲載�し�た分厚い本があり�

ますが，それに全部目を�通�し�たんです。�

　そうすると，それぞれ�の県の独自のお祭りだとか，�文化�

が出ていて，それがすご�く増えているということが分�かっ�

たんです。�

久保野　�新�し�い教科書にある「あなた�の地域のお祭りや行�

事などを紹介�し�よう」というページは�，高校受験にも役立�

ちそうですね。�

北原　�県立高校入試の問題自体�がそうなっているんですよ。�

中嶋　�私も，県立高校の入試問�題作成にかかわっていたと�

きに，地域を意識�し�た問題をあれこれ考えま�し�た。ただ，�

他県からの受験生のこと�も考えなければならなかった�ので，�

問い方には配慮�し�ま�し�たね。�

司会�　身近なことといえば，１�年から３年を通�じ�て学期に�

１�つ�配�置し�て�い�る�４�技�能�統�合�型�の�言�語�活�動�My Project　�が�

ありますね，�その３年の最後が自己PRを作って発表す�る活�

動になっているのは示唆�的だと思います。従来は大体�の教�

科書がディベー�ト�とかで終わっていたんです�ね。�

　�し�か�し�，そう�じ�ゃなく，自分に戻るという�ことなんです�

よ。自己紹介に始まって�，自己紹介で終わるというこ�とが�

ミソなんですね。�

久保野　�自己紹介がスパイラルに回っ�ていくのですよね。�

１年生は１年生なりに，�３年生は３年生なりに，学年�に応�

じ�て自分のことを発信�し�て相手に分かってもらう力を�，着�

実に付けさせていきたい�ですよね。�

新里　�今のキーフ�レ�イズの「自己紹介がスパ�イラルに回っ�

ていく」というのはいい�言葉ですね。�

北原　�うちの学校の子どもたち�も，３年生の最後は，自己�

1�2� 1�3�

自己紹介がスパイラルに回って自己�PRへ�

高校入試対策は？�

辞書指導�

写真やイラス�ト�

身近なことを発信する�

特�集�教科書著者が語る新しい教科書� 教科書著者が語る新しい教科書�
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　小学校外国語活動の全面�実施は，中学校の英語教育に�と�

って歓迎すべきことだと思�います。�小学校で6年間英語活動�

を経験�し�て入学�し�てくる生徒を教えてい�て，私は一度も困�

ったことはありません。楽�観主義者と言われるかも�し�れま�

せんが，私が「歓迎」する�理由は次の通りです。�

　ゲーム的，競争的な要素�を取り入れたコミュニケーシ�ョ�

ン�活�動�に�慣�れ�親�し�ん�だ�生�徒�を�相�手�に，�「上�か�ら�目�線」で，�

何の工夫もせず言語材料�を押�し�つければ，すぐに生徒に�

見放されて�し�まいます。アイディア豊�富な小学校の先生�

方の活動に慣れた，いわ�ゆる「言語活動に対�し�てグルメ�

な生徒」を相手に「生徒�が夢中になるタスク」を本気�で�

考える中学校教師が増え�るはずです。�

　音声による豊富なインプ�ッ�ト�を経験�し�ている生徒は，�「聞�

いて理解する」習慣が身�についています。理解のプロ�セ�

スは主に�ト�ップダウン形式です。いき�なり教科書を開い�

て理解させようとすれば�，すぐに生徒に見放されて�し�ま�

います。�言語習得の順序について改め�て考え，�L→S→R→�

Wの順序性を大切に�し�ながら指導する中学校教�師が増え�

るはずです。�

　文字や文法は「悪」では�ありません。理解を助け，深�め�

る武器になります。事実�，文字や文法を学びたくて�し�か�

たない生徒が多数います�。手を変え品を変え，わかり�や�

すく指導すれば「さすが�中学校の先生だ」と思っても�ら�

えるはずです。英語の免�許を持たない多くの小学校の�先�

生方が頑張っているなら�，�「プロの英語教師なのだから�も�

っと頑張ろう」と思う中�学校教師が増えるはずです。�

　評価を脅迫に使う先生は�，生徒に見放されて�し�まいます。�

評価は�「悪」�ではありません。評価本来�の意義は，�「指導�

の改善」や「生徒に学習�の道筋を示すこと」です。授�業�

の質を高め，生徒が納得�できる評価を真剣に考える中�学�

教師が増えるはずです。�

　以上のことから，これま�で様々な研究会やワークショ�ッ�

プで紹介されてきた指導法�や指導技術，さらには指導理�念�

の重要性や意義が理解され�，普及が加速され，結果，中�学�

校によい変化をもたらすと�考えています。�

　最後に，私が日頃から心�がけていることを紹介�し�ます。�

それは�“�have to”�と思って授業に臨む生徒�に�“want to”�と�

思わせ，くり返すうちに�“�like to”�と思ってもらえるように�

するということです。�「好きこそ…」�ですよね。さらに言え�

ば，生徒がまね�し�たくなる発音ができる�先生になることで�

す。自分が中学校に入学�し�たとき，発音がすばら�し�い先生�

の言われることにはそれだ�けで説得力があったことを思�い�

出�し�ます。さあ，気を引き�締めていきま�し�ょう。�

3. Reading

　I often write up key words, questions or sentences on 

the board.　This is to familiarize the students with 

written English and give them something visual to help 

their memory in communicative activities.　With long 

sentences I link words to help them remember and make 

it sound more natural.　“Where do you want to 

go?”During activities students often look at the board 

and read the words.　With flashcards I start with a 

picture and a word, but in the 6th grade the pictures are 

slowly removed, so that there are only words left.　The 

students begin to be able to identify the weather, day of 

the week, month, etc. by only looking at the word.

4. Writing

　As a final project in primary school we make a 

“Passport to Ohkuma Junior High School.”The aim of 

this is for the students to introduce themselves in written 

English to the new English teacher and ALT at junior 

high school.　We spend

five lessons reviewing the

content of the questions:

1. What’s your name?

2. When is your birthday?

3. What can you do?

4. What subject do you like?

5. What do you want to be?

　Through this exercise, the students learn that there 

are capital letters at the beginning of a sentence, the 

same sized space between words and a full stop at the 

end.　They draw their own face and we take a photo to 

put on the passport, just like a real one.　The junior high 

school ALT has found these passports invaluable in 

getting to know the 1st grade-students’ names and faces 

as well as getting to know a little about each child.

　Even though we try to prepare our students like this, 

we rely on the junior high school teachers to be sensitive 

and support the students in their new and exciting life.　�

Please be amazed by their English, praise them and build 

on their English skills, so they can continue to grow and 

explore the world of English successfully.

words in a loud voice and watching the teacher for visual 

hints and being praised for effort as well as results.　�

They are used to enjoying English class and not being 

under pressure.

　�

　Although the focus at primary school is on 

experiencing culture and getting used to English with 

listening and speaking activities, I teach the students for 

six years, so in the 6th grade I add alphabet recognition, 

easy phonics and some reading and writing activities too.

　This is to build a bridge between primary and junior 

high school education, help support the students learning 

and try to lessen the difference in teaching styles and 

content for them as they progress to the next stage.　�

Here are some of the things I do.

　�

1. Alphabet Recognition

　We start with learning easy alphabet songs and move 

onto students responding actively by holding up letter 

cards etc.　We break the alphabet into five parts and 

have alphabet practice as part of the normal English 

lesson.　We practice saying and writing the alphabet 

letters.　We play bingo and karuta with big, then small 

letters.　We play fun team games where we make the 

shapes with our bodies and in the third term we also try 

memorizing all the big and small letters by repeating a 

short written test every lesson.

　�

2. Phonics

　After learning the names of alphabet letters, we move 

onto pronunciation of all letters, short vowels and reading 

and writing three letter words such as; cat, bed, big, dog, 

mug, etc.　We play bingo and karuta with those words.　�

Around June, we introduce “silent e”words, starting 

with ones they know well such as; name, game, cake, 

face, etc.　We sing the Magic-E Song and play bingo 

with short words too.

　In our town, students can study English for twelve 

years, from 3 to 15 years old.　I have been working at 

the two primary schools for nine years now and teach all 

the children from the 1st grade to the 6th grade.　�

Through our English Education Study Group, teachers 

from the primary schools and junior high school meet 

regularly to talk about how we can help the students 

learn English better, assist their progression from 

primary school to junior high school and watch each 

other’s lessons.

　�

　At primary school many teachers believe that making 

a good start to learning English is more important than 

learning English itself.　Rather than the proverb; 

“failure teaches success”�I believe that “success breeds 

success.”�I always try to develop a warm and welcoming 

atmosphere in my class, so the children gain confidence.　�

I speak a lot of English in the classroom, so that students 

get used to listening to instructions and thinking about 

the meaning of what they hear themselves.　Like a quiz, 

I allow them to make guesses out loud in Japanese, until 

we get the right answer.　I hope that this type of co-

operative learning is used in junior high school education 

too, because I believe it can help the students gain 

confidence and create a positive attitude towards English.

　�

　The students, graduating from primary school this 

March, have been learning English with the textbook 

English Notebook for 70 hours in the last two years, so 

this means that the students are used to listening 

comprehension exercises from a CD, using set phrases in 

a communicative way to gain or exchange personal 

information and speaking in pairs, groups or in front of 

the whole class.　They are used to being greeted in 

English, being active in class, moving around, saying 

chants and singing songs.　They are used to repeating 

1�4� 1�5�

Practical ways to enhance our students’ progression
to JHS through English class.�

福島県大熊町立大�野小学校・熊町小学校�ALT　�根本　�ア�リ�ソ�ン�
福島県大熊町立大熊中�学校教諭　�畑中　�豊�

根本 アリソン�

畑中　�豊�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

■�

■�

■�

■�



英�語�教�育�時�評�

1�6�

　大学院１年次後期の授�業の一環と�し�て，昨年11月から12

月にかけて，岡山県立倉�敷南高等学校で，３人の先生�の授�

業を見せていただいた上�に，学生が２時間授業をさせ�てい�

ただいた。�SELHiからの付き合いとは言え，�終了後も快く引�

き受けて下さり，�し�かも，お忙�し�い中，授業後も学生の質�

問に答えたり，学生の授�業にコメン�ト�し�ていただけたりす�

るのは，とても有り難い�。�

　何より感�心するの�は，SELHiの研究�開発課題�と�し�て取�り�

組まれ，成果を上げられ�た複数の技能を統合�し�た活動，例�

えば，教科書本文の読解�によるマッ�ピ�ングから本文のリプ�

ロダクション，本文のサ�マリーを用いてのディク�ト�グロス，�

サマリーやオリジナルと�本文の表現との比較対照など�が，�

研究期間終了後も継承さ�れている点である。�

　大学院１年次には，定�員５名のところ今年度は10名�在籍�

し�ている。８名の日本人学生に�加えて，大学間交流プログ�

ラムによる東北師範大学�からの留学生が２名いる。高�等学�

校の教員志望者も多く，�附属中学校がありながら，大�学か�

ら離れてはいるが，教育�現場の勉強をさせていただく�のに�

理想的な学校と�し�て無理をお願い�し�ている。�

　大学院のこの授業科目�は，高度専門職業人の養成を�目指�

し�て，平成20年度のカリキュラ�ム改革によって新設された�

ものであるが，教育の現�場において，大学での講義を�通�し�

て得た知識や技能を使っ�て，英語指導改善に関する小�規模�

なプロジェク�ト�を立案，実行すること�ができる力を培うこ�

とを目的と�し�ている。�

　大学での講義では，�高等学校における英語教�育の課題�（例�

えば，�文法翻訳式教授法からの脱却�）�，�英語学習・指導にお�

いて重要なこと�（例えば，�多様なインプッ�ト�処理活動，�イン�

プ�ッ�ト�に�基�づ�く�ア�ウ�ト�プ�ッ�ト�産�出�活�動�）�な�ど�に�つ�い�て�学�ん�

だ上で，担当予定の課の�教材研究を行い準備�し�た。�

　学校では，授業を３つ�見せていただくことにより，�先生�

によって違いはあるもの�の，共通に取り組まれている�こと�

は何なのかを理解�し�た上で，自分たちで工夫�できる点は何�

かを大学に戻って考える�という手順を踏んだ。�

　担当させていただく授業�は，１年生の２クラスで１�コマ�

ずつ，異なる本文セクショ�ンでの１時間目の授業であ�った。�

１つの授業を，ウオームア�ップ�（６分）�，理解活動�（20分）�，�

産出活動�（20分）�の３パー�ト�に分け，各パー�ト�を２人の学生�

が担当することに�し�た。�

　ペア組みから，どのよう�な活動を行うのか，どのよ�うに�

分担するのかなど，無数と�も思える決定すべき事項を�前に�

愕然と�し�ながらも，ペアで何度も�考えた上で，活動検討会�

においてみんなで議論�し�修正するという作業を�繰り返�し�，�

学生ともども悪戦苦闘の毎�日となった。�

　授業は最終的に次のよう�な形になった。ウオームア�ップ�

では，留学生の出身地「内�モンゴル」の写真をプロジ�ェク�

ターで投影�し�ながら，満天の星の写真も�教室の電灯を消さ�

ないと見えないことから，�うまく「光害」に関する本�文に�

繋げた。理解の活動と�し�ては，本文のチャンク�・リスニン�

グ，スラッシュを入れなが�らのリ�ピ�ー�ト�，書き換え文によ�

るtrue or false，�産出の活動と�し�ては，�チャンクごとの日本�

語から英語への口頭翻訳，�本文のパラフ�レ�ーズ，読解によ�

るマッ�ピ�ングからセクションを１�文で要約するサマリー作�

成などを行った。�

　授業づくりを通�し�て改めて認識�し�たことは，インプッ�ト�

処理活動の重要性である。�生徒さんは�し�っかりと予習�し�て�

きて�い�る�が，そ�れで�も，音�読，read and look upな�ど�イン�

プッ�ト�を取り込む作業が十分でな�いと，本文に基づく産出�

活動でさえうまくできない�という当たり前のことであ�った。�

　この学生達も２年次にな�れば，多くは，残念ながら�採用�

試験と修士論文の準備のた�めに，現場の授業から離れ�て�し�

まう。専門職学位課程の教�職大学院ができてから，既�存の�

修士課程は研究者養成とい�う役割の強化を求められて�いる�

のかも知れないが，実は殆�どの大学の教育学研究科は�本来，�

高度専門職業人養成の教職�大学院でなければならなか�った�

のだとつくづく思う今日こ�のごろである。�

大学院�に�お�け�る�教員養成�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの投稿をお�
待ち�し�ております。�締切は特にありませんが，�本誌は今後，�2011
年９月に発行の予定です。規定は以下の�とおりです。ご不明の�
点は編集部までお問い合わせください。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�


